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令和3年度

同年4月8日

神奈川県久良岐郡大岡川村立尋常高等大岡川小学校

久良岐郡大岡川尋常高等小学校

横浜市立桜岡尋常高等小学校

横浜市桜岡国民学校［国民学校令施行］

横浜市立桜岡小学校［学校教育法施行］

学校長 後藤　俊哉 副校長 遠藤　義臣

2

人数
校　　長 1 1

非常勤講師 7 合計 47

教　　諭 23 臨時的任用職員 4 ＩＵＩ・ＡＥＴ 2

（令和3年5月6日現在）

児童数(人)
学級数(学級)

81 85 95 20
3 3 3 3 3 3

3年2年1年学年
87 83 93

合計
544
22

　桜岡小学校は、横浜市の副都心として急成長してきた港南区の中心、上大岡駅周辺を学区
としている。学区は、港南区の大久保・最戸・上大岡、南区の別所の４地区から成り立ち、
４地区ともに大きな商店街や大型店舗をもっている。特に京急上大岡駅、市営地下鉄上大岡
駅のある上大岡地区は繁華街を有する。
　上大岡を東西に分ける鎌倉街道が走り、それに沿うように大岡川が流れている。学区内に
は、青木橋・久保橋・大久保橋・最戸橋の４橋があり、明治４５年創立の本校と川のかかわ
りは古い。大岡川をきれいにする住民運動が高まり、地域総ぐるみで「大岡川クリーンアッ
プ」に取り組んでおり、地域社会の一員としての自覚を高める体験となっている。
　また、川の両側の平坦な地域をはさむ形で、長い丘が東西２列に連なっている。この地域
は、住宅地域であり、近年は、マンションも増えている。学区内には、児童の遊び場が少な
いため、校庭を地域に開放している。
　上大岡駅周辺の都市再開発により、変貌を遂げている地域の中ではあるが、歴史的遺産や
神社仏閣も多く、歴史学習等に活用できる教材も多く見られる。また、地域の人々との深い
繋がりによって支えられ、今年度創立１１０周年を迎える学校である。

創立 明治45年4月1日 開校

校章
　かつての校章は、単弁の桜に桜岡の「岡」を配していた。
いつ、だれが創作したのか定かではない。
　現在の校章は、桜の咲き誇る大岡川村に創立された本校の
伝統を重んじ、桜岡を具表するとともに、国花を理想として
改正されている。

明治45年4月1日

大正12年4月1日

昭和2年4月1日

昭和16年4月1日

昭和22年4月1日

校名

　当時、大岡川沿いの土手は、桜並木であったことと、大岡
川の「大」はさくら「桜」につうじるので、「桜岡」の校名
が生まれたといわれている。

栄養教諭 1 学校司書 1

個別支援6年5年4年

4

副　校　長 1 学校用務員 2 職員室アシスタント

事務職員 1 理科支援員
職　　種 人数 職　　種 人数 職　　種

養護教諭 1

１．地域の環境

２．校名･校章の由来

３．児童数･学級数･職員数



４．１０．３０ 創立１１０周年記念式典

２８．１２．２２ 第２回地域子どもの安全対策協議会開催　交通安全関連の標識等の充実

２９．０９．１１ コートジボワール・アビジャン自治区知事一行来校（一校一国運動の一環として）

体育館改修工事完了
優秀教育実践校表彰（横浜市教育委員会）
学校評価実践推進校・土曜活用授業研究協力校
グラウンド拡張工事完了
プール改修工事完了

２６．０３．１６
２７．０３．２６

２９．０７．１４ 特別教室空調工事（冷房化工事）

令和２・３．０４．０１ 学校安全教育推進校
令和４．０４．０１ カリキュラム・マネジメント研究開発校・オリンピックパラリンピック教育実践推進校

関東音楽教育研究大会神奈川大会
創立百周年記念式典
パイオニアスクールよこはま（ＰＳＹ）研究発表会
国立政策研究所教育課程研究指定事業･公開研究発表会
パイオニアスクールよこはま（ＰＳＹ） 国語科研究発表会

郷土資料館開設（A棟校舎３F３００号室転用）
創立８０周年記念式典挙行
郷土資料館（整備完了・開館）

よこはま体育協会、体力向上「いきいきキッズ」事業開始
教室冷房化工事完了
校庭芝生化事業完了

創立９０周年記念式典挙行
給食調理業務民間委託開始

学校運営協議会設置指定
図書室電算化

親と子の体力づくり発表会（文化体育館）
横浜市立小学校体育科研究協力校公開授業
横浜市ゆめはま教育プラン学びの内容改善事業モデル校
教育課程研究協力校（生活・総合）研究発表会
「横浜市ゆめはま教育プラン」学びの内容改善事業モデル校生活科研究発表会

創立７０周年記念式典挙行（記念誌発行）（同窓会より日時計寄贈）
教育課程全体計画並びに福祉教育研究発表会（市教委協力校）
教育課程全体計画(社会、体育、創意、福祉)研究発表会（市教委協力校）

２２．０４．１３

体操科研究発表会開催
横浜市桜岡国民学校（法令改正）
区増加により南区大久保町１３番地となる
第二次世界大戦苛烈のため箱根宮城野村第１次集団疎開（児童５６名）
箱根宮城野村第２次集団疎開
足柄上郡寄村集団疎開

住所変更(港南区一丁目６番４３号)
第３７回全国教育美術展において学校賞受賞
第３９回全国教育美術展において学校賞受賞

藤の木小学校　　（分離独立）
区増加により港南区大久保町１３番地
創立６０周年記念式典挙行

横浜市立桜岡小学校（法令改正）
学校給食実施
南台分校開設　　笹下町２２１３（８教室・３０５名）
創立５０周年記念式典挙行
南台小学校　　（分離独立）
下永谷小学校　　（分離独立）

５６．１０．０８
６０．０２．２８

２３．０９．２２

１３．１１．１７
２０．０４．０１

２１．１０．０１

２５．０１．３１
２５．０３．０３
２５．０４．０１

２１．０１．１９

７．０１．２８
１０．１０．０９
１２．１１．０７
１２．１１．１４
１３．１１．０２

２３．１０．１４
２３．１０．２９
２４．０１．３０
２４．０７．２３
２４．１１．２２

２３．０８．１１

６０．１１．２１
６１．０２．２０

平成０３．１１．０９
６．０１．２７

４４．０４．０１
４４．１０．０１
４６．０６．０１
４６．０７．２８
５３．０１．２７
５５．０１．２９

２２．０４．０１
２２．０５．１４
３４．０９．１１
３６．０４．０８
３６．０５．０１
４３．０４．０１

１６．０３．１７
１６．０４．０１
１８．１２．０１
１９．０８．２２
２０．０４．０１
２０．０４．２６

２．１０．０１
１５．０７．１０

明治４５．０４．０１ 神奈川県久良岐郡大岡川村立尋常高等大岡川小学校（創立）
４５．０４．０８

大正０９．０７．０１
１２．０４．０１
１２．０９．０１

神奈川県久良岐郡大岡川村立尋常高等大岡川小学校（開校）
児童理科実験会開催（理科設備を村内父兄児童に紹介理科教育の普及を図る）
久良岐郡大岡川尋常高等小学校と校名変更
関東大震災により２階建校舎を除き全壊
大震災により９月２日より９月３０日まで休校
区内３寺院に分散授業開始
新校舎落成式（１０教室にて）
横浜市桜岡尋常高等小学校と校名変更（横浜市編入）
横浜市区制施行・横浜市中区中里向田６８番地
新校舎起工式（新校地・横浜市中区大久保町１３番地）

１２．０９．０２
１２．１０．０１
１４．１０．０１

昭和０２．０４．０１

4．沿革の概要



○

○

○
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3

体 明るく楽しい生活ができるたくましい子に育てる。

公 地域などの人々とのふれあいを大切にし、少しでも役に立てる子に育てる。

開 様々な人と学び合い、理解し合って共に生きる子に育てる。

学校教育目標
共に生きることを喜ぶ、かしこく、たくましい子に育てます。

〈スローガン〉自ら輝く、共に輝く

知 基礎をしっかり身に付けた、かしこい子に育てる。

徳 法やきまりを守り、思いやりをもって生きる子に育てる。

9年間で育てる子ども像

桜岡小の具体的取組

「情報を共有し、相互理解を深め、小中9年間の教育活動を豊かにする。」

小学校学習指導要領完全実施を受け、合同授業研究を通して小中一貫カ
リキュラムの運営・改善を行う。

行事などで児童生徒及び教職員の交流を通して相互理解を深める。

児童生徒指導や特別支援教育の情報を共有し、自己有用感が高まる教育
活動を目指す。

学校経営中期取組目標

子ども一人ひとりが共に生きることを喜び、かしこく、たくましく生きることができるよ
う、人間関係を育みながら、思考力･判断力･表現力を育み、基礎学力をしっかり身に付けさ
せるようにします。

子ども一人ひとりに、善いもの･美しいもの･尊いものにあこがれる豊かな情操と人権意識を
育み、自分の生き方を見つめる力を育てます。

教職員のチーム力を向上させ、学校運営協議会・ＰＴＡ・桜岡学援隊との円滑な連携を組
み、地域に根ざした安心・安全な学校づくりを推進します。

小中一貫教育の取組　　港南中ブロック(港南中･桜岡小･吉原小)

「人間関係の育成・学力の向上を目指す学校」「生命・安全、人権を大切にする学校」「使命感
をもつ教員がいる学校」「地域社会のネットワークを生かす学校」を指針とする、桜岡小チーム
力を伸ばします。

自ら学び、人と豊かに関わり合い、たくましく未来を創造していく子ども

５．学校教育目標



「やりぬく力」
の育成

「やりぬく力」＝「ねばり強さ+熱意」ととらえ、全教育活動を通して最後まで取り組
む態度を育成する。

児童指導
全職員が「桜岡スタンダード」や「さくらっ子ルール」を共有し、意思を統一して児
童指導にあたる。

健やかな体
児童の体育・健康面から課題を明確にし、体育科だけでなく教育活動全体を通して健
やかな体の育成を目指す。

地域連携・
学校運営協議会

社会に開かれた教育課程の実施に向け、地域と共に生きる学校づくりのため、学校運
営協議会の評価等を受け、教育活動の改善を図る。

重点取組目標

豊かな心 思いやりをもち、互いに尊重し合いながら自己有用感を高める教育活動を推進する。

生きて働く知
学び合いの中で、自分の考えや思いを深められる子の育成を目指す。主体的･協働的な
学習の実現。

特別支援教育
児童一人ひとりの特性や支援ニーズを把握し、個々の課題が成果となるように見通し
をもって指導する。

いじめへの対応
いじめの未然防止・早期発見・早期解決に努めるよう、一人ひとりの実態を把握す
る。

人材育成･
組織運営

校内研修を計画的に行い、使命感のある教師集団を目指す。メンターチームの研修を
行い、若手教員の教師力の向上を図る。

英語総合 合計 本校予定時数

１年 306 136 102

音楽図工家庭

870

35 70 980 1001

４年 245 1015 1031

５年 175 100 175 105

907

２年 315 175 105

68 68 102 34 34

20 930 960105 35 3570 70

20

90 175 105

1015 103170

105 35

70

3560 60 105 35 35

90 35 35

６年 175 105 175 105

50 50 60

３年 245 70 175 90 60 60

安全教育 学校安全教育推進校として２年間行ってきた取組を継続しつつ、改善を図っていく。

70 70 1015 103050 50 55 90 35 35

体育 道徳特活学年 国語 社会 算数 理科 生活

70

35

６．学年別･教科別 年間標準授業時数
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研究の全体構想図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 

＜学校教育＜学校教育目標＞ 
共に生きることを喜ぶ 

かしこくたくましい子に育てます 
～自ら輝く、共に輝く～ 

【児童の実態】 

昨年度の「さくらっ子アンケート（子ど

も）」の中で、「授業中、自分から進んで学習

に取り組んだり、自分の考えを誰かに伝える

ために努力したりしていますか」では、約一

割の児童が「あまりあてはまらない」、または

「まったくあてはまらない」と回答してい

た。自分の思いや考えはあっても、自分の言

葉で伝えることに自信がなかったり、、伝え

ることに躊躇する子ども達の姿が本校の児

童の課題である。 

【社会状況】 

様々な問題に向きあい、他者と協働

して課題を解決していくことや、情

報を見極め、知識の概念的な理解を

実現することで新たな価値につな

げていくこと、複雑な状況変化で目

的を再構築することができるよう

にすることが求められている。 

（新学習指導要領を参考） 

未知の状況にも対応できる 
思考・判断・表現など育成 

生きて働く 
知識・技能の習得 

学びを人生や社会に生かそうとする

学びに向かう力・人間性等など涵養 

育成すべき資質・能力 

学び合いの中で自分の思いや考えを深められる子の育成をめざして 
～「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善と評価の在り方～ 

研究主題 

目指す子どもの姿 

【低学年で目指す姿】 
 

自分の思いや考えをもち、 
相手に伝えようとする姿 

 

【中学年で目指す姿】 
 

自分の思いや考えをもち、 
相手と伝え合う姿 

 

【高学年で目指す姿】 
相手に自分の思いや考えを

進んで伝え合い、さらに自

分の考えを深める姿 
 

【研究仮説】 
 目指す子どもの姿を実現するために、教科横断的なカリキュラム・マネジメントを構築し、各教科等で単

元・題材構成の工夫を取り入れる。『魅力ある授業』を行えば、子どもたちが学び合いの中で、自ら語りたく

なる「主体的・対話的な深い学び」が実現できるであろう。 

「主体的・対話的な深い学び」の姿に 
迫るための具体的な手立て 

〇単元・題材構成の工夫                 〇対話の工夫 
・教科等横断的に考える（カリキュラム・マネジメント）   ・友だちとの比較・関連 
〇思考ツールの活用                   〇リフレクション 
・比較する・分類する・関連図ける               ・自身の学びを振り返る 
・理由付ける・順序付ける など                ・自身の学び方を振り返る 

７．研究の概要 



月 月

4 10

11

5

12

6

1

7

2

8

9

3

10

前　　　　期 後　　　　期

日 行 事日 行 事

未定学習発表会（2年）

7 着任式・始業式・入学式 11 後期始業式

8 開校記念式 15 児童生徒交流日（６年）

12 授業参観・懇談会（3・4年） 16 運動会（代休18日）

13 授業参観・懇談会（5・6年） 30 創立110周年記念式典（代休11月1日）

15 授業参観（2年・5・6組）懇談会（1・2年・5・6組） 2 防犯寺子屋（3・5年）

16 登校班編成・集団下校訓練 2 校外学習（1年）

20 家庭訪問・個人面談（～4月26日）21日を除く 5 避難訓練

27 横浜市学力学習状況調査予備調査（～4月28日） 10 交通安全教室（1・4年）

30 新体力テスト（～5月7日） 13 全校授業参観日（代休15日）

11 避難訓練 16 就学時健診

14 校外学習（2年） 18 区児童音楽会（3年）

14 授業参観（1年） 21 日光宿泊体験学習（～23日：代休24・26日）

18 防犯寺子屋（1年）

30 個人面談(～12月6日)1日を除く20 遠足（1年）

7 区球技交流会（5年）

4 遠足（3年）

13 文化庁雅楽公演（6年：～14日）

27 全国学力学習状況調査（6年）

未定学習発表会（1年）

1 開港記念式

22 さくらっ子マーケット7 避難訓練

25 冬季休業(～1月6日）12 全校授業参観日（代休14日）・学校運営協議会

7 授業開始18 区国際平和スピーチコンテスト

14 授業参観(4・5・6年）22 第1回学校保健委員会

28 合同学習発表会（5・6組）

未定 学習発表会（3年）

30 上郷宿泊体験学習（4年：～7月1日）

１日の週 避難訓練（予告なし）

5 個人面談（～7月9日）7日を除く

2 第２回学校保健委員会

13 愛川宿泊体験学習（5年：～14日）

3 入学説明会

21 夏季休業（～8月26日）

未定 学習発表会・懇談会（4・5年）

27 授業開始

21 学校運営協議会

31 総合防災訓練・保護者引き取り訓練

22 授業参観・懇談会（1・2・3年・5・6組）

24 芸術鑑賞教室（予定）

未定学習発表会・懇談会（６年）

28 校外学習（6年）

19 卒業生を送る会　卒業証書授与式

8 前期終業式

29 遠足（2年）

25 修了式・離退任式

1 懇談会（全学年）

26 学年末休業・春季休業（～4月5日）

6 避難訓練

8．主な行事



時刻

朝の会

5分休み

5分休み

昼休み

13:20

５分休み

帰りの会 1～4年

１０分 14:40 1～3年

5，6年 14:40
下校時刻 15:30 4～6年

15:45

9:40

10:45

8:50

8:30

11:35

登校時刻（８：１０～８：２５）
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

ドリルタイム 朝会 朝読書 集会

10:25

中休み
10:40

ドリルタイム

1校時

8:45

9:35

2校時

14:25 帰りの会・移動
～１４：４０14:30

６校時

11:30

3校時

4校時

13:40 ゴミ拾い

5校時

13:05

ロング休み13:15

清掃

12:20

給食

１～３年
１４：４０

４～６年
１５：３０

１年
１３：３５

２～６年
１４：４０

１～２年
１４：４０

３～６年
１５：３０

１年（２年前期）
１４：４０

３～６年
（2年後期）

１５：３０

委員会
～15:25 クラブ

～15:40

9．日課表


